
みずなら    

 みなさん、お元気ですか？新年度が始まって早２ヵ月。すっかりご無沙汰してしまいました。 
 例年ならそろそろ運動会という時期ですが、今年はいかがでしょうか  
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４月２０日（水）、星が浦教育会館で第１回女性部委員会を開催しました。それぞれの学校の状

況を聞きながら、今年度の活動計画について話し合いました。 

 

☆厚生行事 ７月２３日（土）1０:00～1３:00 春採湖畔散策<雨天：美術館〉＆ランチ 

     ２月４日（土）1３:３0～1５:00 （オンライン）茶話会（お茶菓子は各自で用意） 

☆学習会 １０月１日（土）1３:３0～16:00 オンライン併用  

内容は「内田良 YouTnbe 学校カエルちゃんねる」視聴 

コロナの感染状況を踏まえ、場合によっては変更があるかもしれませんが、 

予定に入れておいてくださいね！ 

 

昨年度のアンケートは、集約後に市町村教育委員会や校長会との懇談の場

で、現場の実態をリアルに伝えるうえで非常に有効でした。春休みの延長にむけ

て少しずつ前進しています。 

今年度は、昨年から実施された「オンライン授業」の成果と課題を検証し、改

善に向けて活用していきます。教育行政の方々に、現場の声を届けることが大

切です。たくさんの声を集めましょう！ 

道教組女性部総会（オンライン）６月１２日（日）14:00～15:00 
 今回はオンラインなので、各組織から複数名の参加を募集しています。憲法の

ミニ学習会もあります。参加できる方は山口までご連絡ください。たくさんの方

の参加をお待ちしています！ 
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全釧路教職員組合 
女性部通信 No.２ 
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悪天候のため春採湖から市立美術館へ場所を移して、話題の「MINIATURE LIFE 展」を鑑賞し

てきました。身近な文房具や食品が、見方を変えるだけでこんなに楽しい世界になるなんて！とっ

ても愉快で刺激的な作品展でした。９月１１日まで開催中！オススメです💛💛 
その後、六花亭でランチ。家族や職場の近況報告を交えて、おいしくいただきました。変な学校

が増えていることを再確認。皆さんの職場は大丈夫ですか？ 

 

第２回女性部委員会（オンライン）９月７日（水）17:00～18:00 
 感染状況をふまえて ZOOM で開催します。 

 ZOOM を起動して、下記の ID とパスコードを入力してください！ 

PC,スマホ OK です！ 

ミーティング ID  701 650 0005 

パスコード    123456 

  

全国女性教職員学習交流会 in静岡  １０月２９日（土）～３０日（日） 

☆記念講演 「人の生きづらさを支える」 
講師 津富 宏さん（NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡顧問、 

静岡県立大学国際関係学部教授） 
 

＊詳細は同封のチラシをご覧ください。申し込み締め切り ８月３０日（火）山口まで 
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女性部学習会 の お知らせ 

『働き方改革』をあきらめない︕ 

～内田良 YouTube「学校カエルちゃんねる」視聴 
１０月１５日（土）13:30～16:00   

星が浦教育会館 orZOOM 
 ZOOM を起動して、下記の ID とパスコードを入力してください！ 

PC,スマホ OK です！ 

ミーティング ID  701 650 0005 

パスコード    123456 
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２０２２．１０．３ 
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９月７日（水）市教研後に参加者４名で開催しました。 

主な話題は、女性部アンケートでも取り組んだ「オンライン授業の成果と課題」。これによって

教員の多忙化に拍車がかかっているのは間違いない。一方で、学力向上にとって本当に有効なの

か、また、だれがそれを検証するのか。学級閉鎖になっているときまでやる必要があるのか（具合

が悪くて参加できない児童が多い）。健康（特に視力への影響）面を考えると、１日何時間までや

っていいのか。などなど。１０月１８日（火）の市教委交渉で伝えてきます！ 

もう一つは、「生理の貧困」について。全国で話題になっているように、生理用品が変えなくて

困っている子どもが自分の学校にいるのだろうか？もし、いるとしたら、トイレにナプキンを置い

て気兼ねなく使えるようにした方がいいのだろうか？ 

「学校に戻ったら、養護教諭と話してみる！」と、心強い発言もありました。 

 

「『定額働かせ放題（給特法）』を変える！」 

内容は、埼玉県教員の残業代を求める裁判の高裁判決についてのオンラインイベン

トです。みんなで視聴して、感想を交流します。 

原告の先生、弁護士さん、大学教授、そして全国の教員の話からたくさん学んで、

これからの運動に力にしていきましょう！ 
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全釧路教職員組合 
女性部通信 No.４ 
２０２２．１０．２５ 
文責 山口 政世 

女性部学習会 

１０月１５日（土）参加者は３名と少なかったものの、とても充実した学習会となりました。 

以下、感想です。 

 

前半の埼玉県の教員超勤訴訟中で、「授業の準備は教員の自発的な研究で、労働ではない」と

言われていたことに驚きでした。では、私たちは、授業以外では、教科書を開かず、予習もせ

ず授業時間のみ行えばよいということですか？と思いました。 

後半の給特法の抜本的改善を求める要望書の中では、「定額働かせ放題を廃止するんだ」とい

う内容に納得しました。学校依存の社会という言葉も印象に残りました。子どものためと、あ

れもこれもしてきた末の今なのですね。大きくは、社会の構造自体を変える問題と捉え、長い

道のりを歩んでいこうと決意されている内田先生に、尊敬の念をいだきました。 

自分は、今いる職場の中で、小さなことでも積み重ねていこうと、改めて元気をもらいまし

た。ポスターを貼っても発言をしても、すぐに変わる訳ではないですが、継続して伝えていき

たいと思います。うまく発言できずに、へこむこともありますが、何も言わないことは、もっ

と嫌なので～。 

いろいろなことを考える機会となりました。ありがとうございました。 

 

 「定額働かせ放題」本当にそうだなあと思います。「子どもたちのためだから」の言葉につ

い善意で働き過ぎてしまう私たち。８時間働いたら、持ち帰り仕事なく帰宅するなんて夢の

また夢…と思わされてしまっているけれど、ここを普通にしないと私たちも疲れちゃうし、

将来先生になる人もいなくなってしまう。 

 小さな一歩かもしれないけど、その子どもたちへ善意でやっている仕事の中から減らせる

ものを見つけて、みんなで減らすこと。そして管理職や教育委員会へ、仕事を減らす（決し

て早く帰るではない）ことを訴えていかないといけないな～と改めて思わせてくれる動画学

習会でした。 

 視聴した後、みんなで職場交流できたのも良かったです。 

 大きな声で訴えるのはちょっと難しくても、管理職面談や、行事反省などにもちょこちょ

こ書いていこうと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３回女性部委員会 の お知らせ 

 

１１月２日（水）17:00～18:00 （市教研後）  

星が浦教育会館 orZOOM 
 ZOOM を起動して、下記の ID とパスコードを入力してください！ 

PC,スマホ OK です！ 

ミーティング ID  701 650 0005 

パスコード    123456 

  レジュメを同封しています！ひきつづき、『働き方改革』について

考えていきましょう！ 

改めて「なるほど～！」と思ったのは、教員にも労基法３２条（８時間労働）が適用されると

いうこと。当たり前と言えば当たり前だけど、現実とあまりにかけ離れていて、つい、そうでは

ないのかと思ってしまいます。 

判決の問題点は多々あり、最高裁に上告するとのこと、今度こそまともな判決を出してほしい

ものです。 

給特法の抜本的改善を求める要望書の一つ一つの提案をうなずきながら聞きました。残業代の

支給や休憩時間の確保はもちろんのこと、特に印象に残ったのが「学校依存社会」という言葉で

した。部活動を筆頭に、万引きやお祭りの防犯活動、地域行事の引率など、子どもに関わること

をなんでも学校が引き受けています。教師の本務なのかどうかさえ分からなくなっている現状。

一方で、家庭教育への過度な介入、放課後の過ごし方まで学校が基準を作っていることが、知ら

ず知らずのうちに子どもの人権を侵害しているのでは？ 

内田良先生の「教師の働き方の問題は、子どもを育てる環境をめぐる課題でもある」との指摘

に大きく共感しました。実際、働き過ぎて子どもと関わる時間を奪われている家庭、ボランティ

ア活動をするゆとりのない地域の方々も多いはず。大人社会にゆとりが生まれることで、地域に

学校以外の子どもの居場所を作ることができるのでは、と思いました。一つの方法として、学童

保育の充実などで、地域の福祉的機能を高めていくという案も出されました。 

子どもが笑顔で過ごせる社会は、大人も笑顔で暮らせる社会。自分の働き方を問い、人間らし

く働ける仕組みを作っていくことが、遠回りかもしれないけど「子どものため」になるんだと思

いました。 
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